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（湧水を利用）

（湧水を利用）
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子供たちが水辺で遊ぶ
夏の「八の釜憩いの森」

湧水を利用した池が
ある「あかまつ緑地」

地下に水をためられる「比
丘尼橋（下流）調整池」

「
稲
荷
山
憩
い
の
森
」（
区
内
最

大
）
に
あ
る
湧
水
で
で
き
た
池
。

水
面
に
木
々
が
映
っ
て
い
る
。

　白子川は、練馬区内を過ぎると、練馬区と埼玉
県和光市の県境を通り、その後和光市と板橋区の
間を行き来しながら 新  河  岸 川に合流します。

しん か し

　県境に白子川の水を利用した水車があります。
本流から水を回し、堀を設けて敷地内に引き、製
粉用に使っていました。「 山八水車 」と呼ばれたこの

や ま は ち す い し ゃ

水車は約３０年前まで現役だったそうです。
　

越後山橋下流の県境には�
知っていますか？白子川のこんなこと知っていますか？白子川のこんなこと

▲湧水のでる「鳥楽の池」清掃中の様子

　白子村（現在の和光市白子町）を流れること
から白子川と呼ばれるようになりましたが、
「白子」の名は朝鮮半島にあった国、「 新羅 」か

し ら ぎ

ら来ていると言われています。
　江戸や明治の頃は、村によって「白子川」「矢
川」「新倉川」「土支田川」「小井戸川」「境川」
などと呼ばれていました。また、当時は今の西
東京市からも水が流れており、そちらが源流
だったという説もあります。
　かつては、農業用水として使われ、粉をひく
水車もあり、農業には
欠かせないものでした
が、昭和５０年代には、
生活排水で汚れ、水質
汚濁で知られるように
なってしまいました。
現在、下水道が整備さ
れ、生活排水もなくな
り、魚や鳥のいるきれ
いな川になりました。

　東京都が、「湧水への関心を高め、その保護と
回復を図るため、水量、水質、その由来、景観
などに優れた湧水等」を選定した東京の名湧水
５７選。その一つに清水山憩いの森が選ばれま
した。景観の美しさ、湧出口から白子川までが
自然のままであることや、水に触れられること
などが評価されています。花の咲く春ばかりで
なく、涼を求めて夏に出かけるのもよいですね。

白子川の歴史をひもとく

～清水山憩いの森～

東
京
の
名
湧
水　

選
に

５７

選
ば
れ
ま
し
た

昭
和　

年
頃
の
源
流（
大
泉
井
頭
公
園
付
近
）

３０
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「
八
の
釜
憩
い

の
森
」
は
、
名
前

の
と
お
り
、
釜

（
水
の
湧
く
所
）

が
い
く
つ
も
あ
り
、

水
が
ふ
つ
ふ
つ
と

湧
き
出
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
す
。
車

の
通
り
の
激
し
い

外
環
大
泉
イ
ン

タ
ー
の
入
り
口
の

そ
ば
で
す
が
、
驚

く
ほ
ど
自
然
豊
か
。

湧
水
の
豊
富
な
ひ
ょ
う
た
ん
池

に
は
、
き
れ
い
な
湧
水
だ
け
に

生
息
す
る
と
い
う
藻
の
一
種
、

カ
ワ
モ
ズ
ク
が
い
ま
す
。
練
馬

区
で
も
、
カ
ワ
モ
ズ
ク
が
い
る

の
は
め
ず
ら
し
い
と
の
こ
と
。

ま
た
、
せ
せ
ら
ぎ
で
は
、
夏
場
、

水
に
入
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

こ
の
「
八
の
釜
憩
い
の
森
」

で
活
動
を
し
て
い
る
の
は
八
の

釜
憩
い
の
森
を
守
り
育
て
る
会

の
み
な
さ
ん
。
練
馬
区
の
エ
コ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
５
名

を
含
む　

名
の
方
が
、

１２

自
然
観
察
や
清
掃
美

化
、
カ
ワ
モ
ズ
ク
を

守
り
育
て
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
蛍
の
飛

び
交
う
せ
せ
ら
ぎ
づ

く
り
、
湿
地
帯
の
復

元
や
学
校
の
環
境
学

習
と
の
連
携
な
ど
、

様
々
な
試
み
を
熱
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
川
村
さ
ん

は
「
以
前
の
よ
う
な
、

い
ろ
ん
な
生
物
の
い

る
森
に
戻
し
、
子
ど

も
た
ち
に
こ
う
い
う

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
と
い
う
思

い
出
を
残
し
て
あ
げ

た
い
。」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

八の釜憩いの森を守り育てる会
心に残る自然を考える

�
湧
水
の
流
量
を
調
べ
る
会
員
の
方

▲水温を調べている様子

会
長
の
川
村
享
さ
ん
▼

（
持
っ
て
い
る
の
は
、

自
作
の
「
八
の
釜
憩

い
の
森
」
の
模
型
）

　

カ
タ
ク
リ
の
群

生
で
知
ら
れ
る

「
清
水
山
憩
い
の

森
」
の
自
然
を

守
っ
て
い
る
の
は
、

大
泉
み
ど
り
会
の

み
な
さ
ん
。
練
馬

区
の
緑
化
協
力
員

で
あ
っ
た　

名
の

２０

方
が
、
森
や
、
湧

水
の
池
、
小
川
を

清
掃
し
、
巣
箱
を

つ
く
り
、
カ
タ
ク

リ
や
野
鳥
を
守
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
観
察
し
て
記
録
す
る

の
も
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
く
の
は
、

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
の

ち
ょ
う
ど
今
頃
。花
が
咲
く
の
に

7
年
も
か
か
る
カ
タ
ク
リ
が
、

毎
年
き
ち
ん
と
花
を
咲
か
せ
る

の
は
、
会
の
み
な
さ
ん
の
苦
労
の

賜
物
。森
を
き
れ
い
に
し
、
人
が

群
生
地
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、

ま
た
よ
く
咲
く
方
法
を
い
ろ
い

ろ
と
試
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
川
べ
り
に
セ
キ

シ
ョ
ウ
を
移
植
し
た

り
、
巻
き
つ
い
て
ほ

か
の
木
を
枯
ら
す
ク

ズ
の
木
を
根
っ
こ
か

ら
抜
い
た
り
と
、
年

間
を
通
じ
て
休
む
間

な
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
の
は
、

ゴ
ミ
を
捨
て
る
心
な

い
人
が
い
る
こ
と
で

す
ね
。」と
会
長
の
牛

山
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

住
宅
街
に
残
る
こ

の
貴
重
な
自
然
を
守

る
会
の
み
な
さ
ん
。

私
た
ち
も
マ
ナ
ー
を

守
り
な
が
ら
、
楽
し

み
た
い
で
す
ね
。　

大泉みどり会
清水山の自然を守り育てる

�
活
動
日
に
集
ま
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん

�
会
長
の
牛
山
久
男
さ
ん

�
現
存
す
る
「
山
八
水
車
」（
山
八
商
事　

土
支
田
４
‐　

‐　

）

４５

１０

春、群生したカタクリが一
面に咲く「清水山憩いの森」

（写真提供：練馬区）

「八の釜憩いの森」にある
湧水が豊富なひょうたん池

（湧水を利用）

びくに

むかいした
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　白子川は、区の西北部を流れ、まちにゆとりと潤いをもたらしています。源流は、練馬区立大泉 白子 川は、区の西北部を流れ、まちにゆとりと潤いをもたらしています。源流は、練馬区立大泉 井頭公園。井頭 公園。
しらこ いがしら

白子川の周りにはいくつもの湧水があり、それが水源となっています。湧水があるのは、自然が豊かな証拠。白子川の周りにはいくつもの湧水があり、それが水源となっています。湧水があるのは、自然が豊かな証拠。
練馬区にある農地や樹林地、公園などに降った雨が、地下へ浸透して地下水となり、地表や河川に湧き出し練馬区にある農地や樹林地、公園などに降った雨が、地下へ浸透して地下水となり、地表や河川に湧き出し
てきて湧水となり、やがて白子川の流れになっていくのです。てきて湧水となり、やがて白子川の流れになっていくのです。
かつては汚れていた白子川も、自然によって浄化されたきれいな水が流れるようになりました。川や湧水、　かつては汚れていた白子川も、自然によって浄化されたきれいな水が流れるようになりました。川や湧水、
それを生み出す緑。私たちが大切にしていきたい自然が、白子川の周りにはあふれています。それを生み出す緑。私たちが大切にしていきたい自然が、白子川の周りにはあふれています。　

　

白
子
川
源
流
・

水
辺
の
会
に
は
、

「
川
を
大
事
に
！

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

人
の
つ
な
が
り
を

つ
く
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約　

名
の

70

会
員
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
総
合
学

習
の
授
業
や
、
高

校
の
部
活
動
、
大
学
の
研
究
室

と
、
会
員
以
外
の
大
勢
の
方
々

と
つ
な
が
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、
白
子
川
源
流

の
あ
る
大
泉
井
頭
公
園
で
、
川

の
清
掃
や
、
市
販
の
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
を
使
っ
た
水
質
調
査
、
網
で
す

く
っ
て
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
か

調
べ
る
生
物
調
査
、
ほ
か
の
植

物
の
繁
殖
を
妨
げ
る
水
草
オ
オ

フ
サ
モ
刈
り
な
ど
。そ
し
て
、
年

に
１
回
「
白
子
川
源
流
ま
つ
り
」

を
、
同
じ
大
泉
井
頭
公
園
で
活

動
す
る
「
ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
の
会　

ふ
れ

あ
い
広
場
」
や
地
域

の
学
校
と
共
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

 
「
湧
き
水
が
源
流
と

な
っ
て
い
る
川
が

我
々
の
住
む
地
域
に

あ
る
の
で
す
か
ら
、

ど
ん
な
水
が
湧
い
て
、

ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
の
か
、
市
民
の
力

で
調
べ
て
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
川
に
住
む
生

き
物
の
環
境
を
よ
く

し
、
川
を
め
ぐ
る
文

化
を
見
直
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
会

長
の
本
田
さ
ん
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と

地
域
に
根
ざ
し
て
活

動
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
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橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋

「びくに公園」として利用されて
いる「比丘尼橋（上流）調整池」

大泉学園通りにか
かる「学園橋」

マガモ

コイ

白子川の源流となってい
る「区立大泉井頭公園」

白子川源流・水辺の会
源流の水と生き物を守る

�
源
流
ま
つ
り
で
発
表
す
る
小
学
生

▲オオフサモを刈る会員の皆さん

玄
関
な
ど
に
飾
れ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
「
白
子
川
プ

レ
ー
ト
」
を
手
に
す
る

会
長
の
本
田
純
さ
ん
▼

白子川流域で水や緑を守る活動をしている
グループの皆さんに、お話を伺いました。

・級種　一級河川
・水系　荒川水系
・全長　１０ｋｍ
　（うち練馬区内　5.25
　ｋｍ、練馬区と和光市
　の境　０.５5ｋｍ）
・起点（源流）
　大泉井頭公園の井頭池
　（七福橋）
・終点　
　新河岸川の合流点（板
　橋区）

�白子川メモ�
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主な活動場所　練馬区立大泉井頭公園　主な活動日　第４日曜
代表者　　　　本田　純　　　　　　　連絡先　　　３９２４－９１８１

白子川源流・水辺の会

主な活動場所　八の釜憩いの森　　　　主な活動日　第１土曜・第３日曜
代表者　　　　川村　享　　　　　　　連絡先　　　３９９８‐８５４５

八の釜憩いの森を守り育てる会

主な活動場所　清水山憩いの森　　　　主な活動日　第１・第３火曜
代表者　　　　牛山　久男　　　　　　連絡先　　　３８６７‐５９６５ 　

大泉みどり会

ホトケドジョウの会　ふれあい広場

主な活動場所　練馬区立大泉井頭公園　主な活動日　第２土曜
代表者　　　　川村　美代子　　　　　連絡先　　　５３８７‐２７２３
主な活動内容　人と人が助け合うことを第一に考えながら、「都市型ミニ雑木林    
　ふ れあい広場」の植物の育成、手入れ、たい肥作りなどの活動をしています。

ホトケドジョウ
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